
　（別紙４（２）） 事業所名：　グループホームｼﾙﾊﾞｰﾋﾟｱｰｽﾞⅠ

目標達成計画 作成日：　平成　22　年　5　月　28　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 5
転倒防止の為に安全ベルトを利用されている方に
対して配慮の工夫（ひざ掛けを利用してプライバ
シーの保護）を検討して頂きたいと思います。

拘車用のベルトが外せるようにする。

・Y字ベルトをやめ、拘束しないベルトを試してみ
る。
・落ち着いている時は椅子に座ってもらい、隣に
付いて見守りを行う。

6ヶ月

2 13
施設の避難訓練において、地域住民への参加の
呼びかけにより、夜間時も速やかに避難できる体
制が整えられることを希望します。

地域住民との交流を図り、グループホームで
の入居者の状態など理解して頂き、避難訓練
に参加して頂けるようにしたい。

・茶話会を開き、地域住民、消防団員の人達に参
加して頂き交流を図る。
・運営推進会議に町内会長、地域の消防団長に
出席して頂き、理解協力をお願いする。

6ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


